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極小の貫通穴があいたアルミナ基板を用いることで従来の精密質量分析 

手法よりも高い再現性でリン脂質を測定する方法を開発 

～生体組織中のリン脂質を質量分析で安定して測定することに貢献～ 

 

＜研究成果のポイント＞ 

 精密に分子同定が可能な質量分析技術 FT-ICR では、測定前に試料に特定の化合物を

塗布する必要がありました。 

 今回、フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計でスルーホール型アルミナ

膜を用いることにより、リン脂質を安定して測定する方法を開発しました。 

 開発した測定方法により、化合物を塗布せず生体分子(脳組織に多いリン脂質)の安定

した質量分析測定が可能となりました。 

 今後、生体分子の変化を高い再現性をもって解析していくことで、神経変性疾患など

の治療が困難とされる疾患の治療につながることが期待されます。 

 

※本研究成果は、英文科学誌「Rapid Communications in Mass Spectrometry」に 

日本時間 3 月 2 日に公表されました。 

 
＜概要＞ 

浜松医科大学細胞分子解剖学講座の瀬藤光利教授らの研究グループは、スルーホール型アル

ミナ膜（DIUTHAME）を用いたフーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計（FT-ICR MS）

により、マウス脳組織中のリン脂質を従来の 2,5-ジヒドロキシ安息香酸を用いた方法よりも

安定して測定することに成功しました。この研究成果は、浜松ホトニクス株式会社と光産業

創成大学院大学との共同研究として行われ、2021 年 3 月 2 日に英文科学誌"Rapid 

Communications in Mass Spectrometry"に掲載されました。 

 

＜研究の背景＞ 

疾患の診断や治療の開発を進める上で、リン脂質などの生体分子の同定技術の向上は必要不

可欠です。質量分析は生体組織から生体分子を同定する技術として有効であり、再現性の高

い測定方法が医学研究には求められています。 

 

＜研究の成果＞ 

精密に分子同定が可能な FT-ICR という質量分析技術では、測定前に試料に特定の化合物を

塗布する必要がありました。今回の研究成果では、直径 0.2 µm の極小の貫通穴があいたア

ルミナ基板である DIUTHAME を FT-ICR 測定に用いることで、化合物の塗布を必要がなくなる

だけでなく、DIUTHAME にマウス脳組織をのせて FT-ICR MS1で測定することで、従来のイオ

ン化を促進する 2,5-DHB を用いた方法よりも高い再現性で PCs2を測定することが可能にな

りました。 
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(注釈) 

1. FT-ICR MS: フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析計。生体分子を質量に

よって区別して同定する質量分析技術の中で、その同定精度が最も高い技術。再現

性の精度については改善の余地があった。 

2. PCs: リン脂質。脳組織に多く存在していることが知られている。 

 

＜今後の展開＞ 

今回開発した DIUTHAME-FT-ICR MS を疾患組織の生体分子測定に応用し、生体分子の変化を高

い再現性をもって解析していくことで、神経変性疾患などの治療が困難とされる疾患の治療

につながることが期待されます。 
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